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定例会は年に4回

9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
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市長提案
理由説明

本会議

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
（予備日）

建設経済
常任委員会

31 9/1 5432 6

質疑・委員会
付託

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴で
きます。議会のライブ配信も行っています。
詳しくは議会事務局までご確認ください。

５月11日㈰にいきいき情報センターにて市民と議会の意見交換会を開催しました。市民の皆様にはお忙しい中ご
参加いただき、議員一同感謝申し上げます。意見交換会では、多くの貴重なご意見をいただくことができました。
アンケート結果等の記事は35ページに掲載しています。

議会を傍聴してみませんか

敬老の日

秋分の日

総務文教
常任委員会

環境厚生
常任委員会

政務活動費 収支報告令和6年度

会派または個人 支給額（円） 支出額（円） 市返還金（円） 執行率（％）

55.92,195,2382,779,7624,975,000合　　　　　　計

0.0175,0000175,000

44.0168,079131,921300,000

タコスキッド

神武　綾

58.9123,207176,793300,000笠利　毅

25.4447,496152,504600,000未来のまち
み  らい

（木村彰人、馬場礼子）

99.71,998598,002600,000太宰府市民の声
だ  ざい  ふ 　し  みん　　　こえ

（長谷川公成、橋本健）

82.7103,968496,032600,000太宰府市民ネット
だ  ざい  ふ 　し  みん

（徳永洋介、森田正嗣）

46.6481,000419,000900,000新風
しん ぷう

（舩越隆之、門田直樹、今泉義文）

73.3240,330659,670900,000宰光
さい こう

（陶山良尚、原田久美子、入江寿）

24.3454,160145,840600,000公明党
こう めい とう

（小畠真由美、堺剛）

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
会派または議員に対して交付されるものです。
太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円が交付されています。
今後とも、政務活動費を有効に活用し、調査・研究を市民の皆さんに
還元するとともに、市政発展のために生かしていきます。

※令和６年10月15日失職のため
　令和６年11月から令和７年３月分返納

支出の領収書は
市のホームページで
公開しています。建設経済常任委員会

環境厚生常任委員会

総務文教常任委員会
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○人　事
同  意

○報　告
◆令和６年度 一般会計予算の繰越額が確定しました。
翌年度繰越額：3億7,196万2千円《報告第２号》

○専決処分

◆令和６年度 水道事業会計の繰越額が確定しました。
翌年度繰越額：7,404万円《報告第３号》

◆令和６年度 下水道事業会計の繰越額が確定しました。
翌年度繰越額：1,943万円《報告第４号》

◆令和６年度 太宰府古都・みらい基金の運用状況
令和６年度は3,121,984円を積み立てました。基金残高は17,453,009円になりました。《報告第５号》

◆道路陥没による車両損傷事故の損害賠償額の決定
相手方と協議を行い、損害賠償額（13,958円）を支払うことで合意に至りました。《報告第６号》

定例会リポート定例会リポート6 月
○令和７年第２回定例会（令和７年５月29日～６月19日）　会期22日間

◆再審法改正の促進を求める意見書
○意見書

冤罪被害者を早期に救済するために、国に対して再審法改正の促進を求めるものです。《意見書第１号》

◆太宰府市議会委員会条例の改正《発議第２号》
○議員発議

◆生活保護の住宅扶助基準額引き上げを求める意見書
民間賃貸住宅の家賃上昇が続いていることから、国に対して生活保護における
住宅扶助基準額の引上げを求めるものです。《意見書第２号》

◆太宰府市議会会議規則の改正
常用漢字の変更に伴う字句及び運営上の支障となる条文を整理し
見直しを行いました。《発議第３号》

否  決

否  決

原案可決

原案可決

◆太宰府市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の改正

○条例改正・制定

国が進める自治体情報システムの標準準拠システムへの移行に伴い、条例の一部を
改正しました。《議案第31号》

◆太宰府市議会議員及び太宰府市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の改正
公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポスター
作成に要する経費の限度額を引き上げました。《議案第32号》

◆太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の改正
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正に伴い、選挙長等の報酬額を引き上げました。《議案第33号》

◆太宰府市いきいき情報センター条例の改正
自動券売機の更新により、所要の改正を行いました。《議案第34号》

◆太宰府市税条例の改正
地方税法等の改正に伴い、市税条例を改正しました。《議案第35号》

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

◆太宰府市水道事業給水条例の改正
建設業法施行令の改正に伴い、条例を改正しました。《議案第36号》

◆太宰府市小規模・中小企業振興条例の制定
小規模・中小企業の振興を図り、地域経済の持続的な発展及び市民生活の向上に
寄与することを目的とした条例を制定しました。《議案第37号》

原案可決

原案可決

◆歳入・歳出それぞれ6億2,347万2千円を追加しました。《議案第38号》
○令和７年度一般会計補正予算（第１号）

社会福祉費 5億8,091万4千円

児童福祉費 1,757万5千円

定額減税補足給付金　5億6,000万円
令和６年度に実施した国の定額減税等において、それでもなお不足が
生じる方に対して追加で給付を行います。
不足が見込まれる母子生活支援施設への入所費用です。

保健衛生費 500万円

道路橋梁費 650万円 西鉄バス星ヶ丘線の減便に伴い、代替交通（10人乗り車両）の運行を
実施するための補助費用です。

原案可決
費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

◆歳入・歳出それぞれ1億8,779万8千円を追加しました。《議案第43号》

以上により、歳入・歳出予算それぞれの総額は、345億6,062万1千円になりました。

○令和７年度一般会計補正予算（第２号）

清掃費 1億8,779万8千円 火災で損傷した美化センターの施設改修費と、施設が復旧するまでの
不燃物の処理委託費です。

原案可決
費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

筑紫公平委員会委員に、田中哲也氏を選任することに同意しました。《議案第26号》
た なかてつ  や

○市道認定
可  決開発により帰属を受けた坂本地区７路線について、路線認定をおこないました。《議案第30号》

○財産の取得
小中学校教育用端末（7,245台：3億9,485万円）を購入しました。《議案第42号》

◆太宰府市税条例の一部を改正しました。《議案第27号》
◆太宰府市都市計画税条例の一部を改正しました。《議案第28号》
◆太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正しました。《議案第29号》

承  認
承  認
承  認

可  決

地方税法等の改正に伴い以下の条例を改正しました。

今後不足が予想される、65歳以上（令和７年３月末時点）の
高齢者世帯へのエアコン購入一部助成費用です。

火災の原因として、リチウムイオン電池がほかのゴミと一緒に
出されたことが考えられます。
使用済みの電池は回収ボックスへの分別にご協力ください。

26第 184号 令和７年８月
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○専決処分

◆令和６年度 水道事業会計の繰越額が確定しました。
翌年度繰越額：7,404万円《報告第３号》
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◆太宰府市水道事業給水条例の改正
建設業法施行令の改正に伴い、条例を改正しました。《議案第36号》

◆太宰府市小規模・中小企業振興条例の制定
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◆歳入・歳出それぞれ6億2,347万2千円を追加しました。《議案第38号》
○令和７年度一般会計補正予算（第１号）

社会福祉費 5億8,091万4千円

児童福祉費 1,757万5千円

定額減税補足給付金　5億6,000万円
令和６年度に実施した国の定額減税等において、それでもなお不足が
生じる方に対して追加で給付を行います。
不足が見込まれる母子生活支援施設への入所費用です。

保健衛生費 500万円

道路橋梁費 650万円 西鉄バス星ヶ丘線の減便に伴い、代替交通（10人乗り車両）の運行を
実施するための補助費用です。
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◆歳入・歳出それぞれ1億8,779万8千円を追加しました。《議案第43号》

以上により、歳入・歳出予算それぞれの総額は、345億6,062万1千円になりました。
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清掃費 1億8,779万8千円 火災で損傷した美化センターの施設改修費と、施設が復旧するまでの
不燃物の処理委託費です。
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筑紫公平委員会委員に、田中哲也氏を選任することに同意しました。《議案第26号》
た なかてつ  や

○市道認定
可  決開発により帰属を受けた坂本地区７路線について、路線認定をおこないました。《議案第30号》

○財産の取得
小中学校教育用端末（7,245台：3億9,485万円）を購入しました。《議案第42号》

◆太宰府市税条例の一部を改正しました。《議案第27号》
◆太宰府市都市計画税条例の一部を改正しました。《議案第28号》
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可  決

地方税法等の改正に伴い以下の条例を改正しました。

今後不足が予想される、65歳以上（令和７年３月末時点）の
高齢者世帯へのエアコン購入一部助成費用です。

火災の原因として、リチウムイオン電池がほかのゴミと一緒に
出されたことが考えられます。
使用済みの電池は回収ボックスへの分別にご協力ください。
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６月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等 案件名 議決結果

報告第  ２号 令和６年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について ―

報告第  ３号 令和６年度太宰府市水道事業会計予算繰越について ―

報告第  ４号 令和６年度太宰府市下水道事業会計予算繰越について ―

報告第  ５号 令和６年度太宰府古都・みらい基金の運用状況について ―

報告第  ６号 専決処分の報告について（道路陥没による車両損傷事故の損害賠償の額の決定） ―

議案第２６号 筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意

議案第２７号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第２８号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第２９号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第３０号 市道路線の認定について 可決

議案第３１号 太宰府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３２号 太宰府市議会議員及び太宰府市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条
例について 原案可決

議案第３３号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３４号 太宰府市いきいき情報センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３５号 太宰府市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３６号 太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３７号 太宰府市小規模・中小企業振興条例の制定について 原案可決

議案第３８号 令和７年度太宰府市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第３９号 令和７年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第４０号 令和７年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第４１号 令和７年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第４２号 財産の取得（小中学校教育用端末）について 可決

議案第４３号 令和７年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

発議第  ２号 太宰府市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

発議第  ３号 太宰府市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

６月定例会 賛否の分かれた議案

議案番号等 案件名
議
決
結
果

公明党 宰光 新風 市民ネット市民の声 未来のまち 無会派
小
畠
真
由
美

堺
　
　
　
剛

陶
山

良
尚

原
田
久
美
子

入
江
　
　
寿

舩
越

隆
之

門
田

直
樹

今
泉

義
文

徳
永

洋
介

森
田

正
嗣

長
谷
川
公
成

橋
本
　
　
健

木
村

彰
人

馬
場

礼
子

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

意見書第１号 再審法改正の促進を求める意見書 否決 ××××××※×※○××○○○○

意見書第２号 生活保護の住宅扶助基準額引き上げを求め
る意見書 否決 ××××××※×※○××○○○○

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
　また、徳永洋介議員はやむを得ない理由により欠席でした。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
　市民ネット：太宰府市民ネット　市民の声：太宰府市民の声　無会派：会派に所属していない議員
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

　一般質問（個人質問）とは、事務の執
行状況や将来の方針、政策的提言や行
政の課題などを執行機関に直接質問す
ることです。
　６月13日、16日の二日間で13人の
議員が一般質問を行いました。

市
内
４
中
学
校
は
、

学
校
に
部
活
動
が
な

い
競
技
で
中
体
連
に
出
場
す

る
生
徒
を
引
率
す
る
教
師
の

派
遣
を
見
送
る
と
の
通
知
を

出
し
た
。

学
校
、
保
護
者
、
外
部
指

導
者
の
三
者
協
議
を
行
っ
た

上
で
、
内
容
が
通
知
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
不
信
感
を
覚

え
る
こ
と
か
ら
３
点
伺
う
。

①
こ
の
校
長
会
の
決
定
を
教

育
委
員
会
は
承
知
し
て
い
た

の
か
。

②
中
体
連
に
出
場
す
る
た
め

外
部
指
導
者
と
保
護
者
、
学

校
の
協
議
は
行
わ
れ
た
の

か
。

③
中
体
連
に
出
場
で
き
な
く

な
る
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
の
対
応
が
必
要
だ
が
見

解
を
伺
う
。

①
部
活
動
の
引
率
業

務
は
学
校
長
判
断
に

よ
り
ま
す
。教
育
委
員
会
は
、

校
長
会
で
決
め
た
通
知
内
容

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

②
三
者
協
議
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
民
間
事
業
者
の
指
導

者
と
学
校
の
協
議
は
行
わ
れ

た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
個
別
に
保
護
者
へ
電
話

説
明
を
行
っ
た
学
校
も
あ
り

ま
す
。

③
生
徒
は
、
学
校
部
活
動
で

参
加
す
る
か
、
地
域
ク
ラ
ブ

で
参
加
す
る
か
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ

か
ら
の
参
加
を
希
望
す
る
生

徒
も
全
員
出
場
で
き
る
よ

う
、
共
通
理
解
を
図
り
調
整

を
進
め
ま
す
。

中
体
連
の
引
率
に
は

万
全
を
期
す
よ
う
に

長は

せ谷
川が

わ

公こ
う
せ
い成  

議
員

どうなっとうと？
個人質問

議員名 全ての質問項目 ページ
長谷川公成 中学校部活動の中体連出場について 29

馬場　礼子
通学路沿いの竹林（倒竹）の危険性とその対策
について 30
民泊に関する市の対応について

神武　　綾
中小企業支援について

30山火事対策について
教員の心と体を守る働き方改革について

原田久美子 野良猫への餌やり禁止条例について 30令和２年度小中学校の入学式について

木村　彰人
第３期太宰府市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（新戦略）の策定過程について 31第３期太宰府市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（新戦略）に定める施策の実効性について

橋本　　健 市民政庁まつりについて 31フードトラック社会実証実験について

議員名 全ての質問項目 ページ

舩越　隆之
第３期太宰府市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（太宰府市続まちづくりビジョン）について 31
市庁舎周辺の駐車場整備について

小畠真由美 猛暑から子どもや高齢者を守るための取組み
について 32

堺　　　剛 本市のスマート自治体への取り組みについて 32まち・ひと・しごと創生総合戦略について

森田　正嗣
避難行動要支援者名簿と個別避難計画につい
て 32
高齢者の権利擁護支援について

陶山　良尚 子どもの権利条例の制定について 33

笠利　　毅 バス路線の保持とデマンド交通について 33今後のコミュニティバスについて

今泉　義文 教育版マインクラフトの導入について 33対話型AI「ChatGPT」の業務活用について

会議の録画映像の配信を行っています。 質問者のページに表示している二次元バーコードから、録画映像にアクセスできます。

全質問項目
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

石
坂
の
通
学
路
沿
い

に
位
置
す
る
県
道
に

お
い
て
、
高
さ
約
４
メ
ー
ト

ル
の
法の

り

面
上
部
に
繁
茂
す
る

竹
林
に
つ
い
て
、
10
年
以
上

前
か
ら
地
元
自
治
会
か
ら
も

何
度
も
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
対
策
等

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
踏

ま
え
４
点
伺
う
。

①
本
件
に
関
す
る
現
状
認
識

と
対
応
状
況
は
。

②
複
雑
な
土
地
所
有
形
態
の

対
応
と
長
年
進
展
し
な
い
理

由
。

③
市
が
取
り
組
ま
れ
た
対
策

は
。

④
こ
の
件
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
と
方
針
は
。

①
市
と
し
て
独
自
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
異
常
が
あ
れ
ば
県
道
管

理
者
で
あ
る
那
珂
県
土
整
備

事
務
所
に
報
告
し
、
必
要
に

応
じ
て
倒
竹
の
撤
去
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
道
路
管
理
者
に
対
し
、
土

地
所
有
者
に
対
す
る
適
正
管

太
宰
府
市
小
規
模
・

中
小
企
業
振
興
条
例

の
制
定
に
よ
り
、
市
内
小
規

模
・
中
小
企
業
に
対
す
る
支

援
、
ま
た
、
事
業
者
の
地
域

貢
献
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
３
点
伺
う
。

①
素
案
作
成
の
会
議
体
、
検

討
内
容
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
っ
た
の
か
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

な
ど
が
条
例
案
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
中
小
企
業
者
の
事
業
支
援

が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
て
い
く

と
考
え
る
が
見
通
し
は
。

①
「
福
岡
県
中
小
企

業
振
興
条
例
」
や
他

市
町
の
企
業
振
興
条
例
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
す
る
と
と

も
に
、
調
査
研
究
を
経
て
、

産
業
振
興
課
に
お
い
て
素
案

を
作
成
し
ま
し
た
。
素
案
を

基
に
、
商
工
業
者
か
ら
複
数

回
の
意
見
聴
取
や
検
討
会
議

を
経
て
、
修
正
等
を
重
ね
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
前

の
素
案
の
作
成
に
至
り
ま
し

野
良
猫
に
関
す
る
苦

情
・
相
談
、
な
ら
び

に
以
前
の
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た「
餌
や
り
禁
止
条
例
」

に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

①
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
禁
止

条
例
に
関
す
る
調
査
・
研
究

の
進
捗
状
況
。

②
野
良
猫
に
関
す
る
苦
情
・

相
談
の
件
数
。

③
市
民
か
ら
の
相
談
に
対
す

る
対
応
状
況
。

④
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
（
※
）
に
対

す
る
本
市
の
見
解
。

※
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
：
T
r
a
p

（
捕
獲
）、N
e
u
t
e
r（
不

妊
・
去
勢
）、
R
e
t
u
r
n

（
元
の
場
所
に
戻
す
）
の
略
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖

を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
。

①
他
自
治
体
の
条
例

制
定
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
効
果
に
は

様
々
な
捉
え
方
が
あ
り
、
本

市
に
お
け
る
導
入
効
果
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
苦
情
件
数
は
、
令
和
４
年

度
が
30
件
、
令
和
５
年
度
が

理
の
指
導
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
進
展
し
な
い
主
な
原
因

は
、
土
地
所
有
の
境
界
や
高

所
面
で
の
伐
採
作
業
が
難
し

く
維
持
管
理
が
容
易
で
な
い

状
況
と
考
え
ま
す
。

③
地
元
自
治
会
等
の
協
力
に

よ
り
、独
自
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

倒
竹
な
ど
の
通
報
と
と
も
に

可
能
な
範
囲
の
応
急
対
応
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

④
引
き
続
き
県
道
管
理
者
と

緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
通
学
路
は
じ
め
と
す
る

道
路
空
間
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

た
。

②
ご
意
見
を
基
に
一
部
素
案

を
修
正
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

条
例
制
定
後
の
施
策
に
関
す

る
ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

③
小
規
模
企
業
等
の
ニ
ー
ズ

や
市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら

支
援
内
容
を
検
討
し
、
更
な

る
支
援
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

19
件
、
令
和
６
年
度
が
13
件

と
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

対
す
る
不
妊
・
去
勢
手
術
費

の
補
助
を
開
始
し
て
以
降
、

着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

③
無
責
任
な
餌
や
り
の
禁

止
、
室
内
飼
育
の
推
奨
、
不

妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
な
ど

に
つ
い
て
、
助
言
・
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
猫
の
適

正
飼
養
に
関
す
る
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

④
市
民
に
よ
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

を
支
援
し
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
地
域

猫
活
動
へ
と
発
展
す
る
よ

う
、
今
後
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

石
坂
地
区
通
学
路
の

竹
林（
倒
竹
）対
策
は

中
小
企
業
支
援
の

充
実
に
向
け
て

地
域
猫
活
動
を
支
援
し
て
野
良

猫
に
関
す
る
苦
情
を
減
ら
そ
う

馬ば

ば場
礼れ

い

子こ  

議
員

神こ
う
た
け武

綾あ
や  

議
員

原は
ら

田だ

久く

み

こ

美
子  

議
員

落下寸前の竹

不妊・去勢手術
が終わったしる
しとして耳先を
カットされた猫
をさくら猫とい
います　　　
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

新
戦
略
策
定
過
程
に

関
し
て
３
点
伺
う
。

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

の
実
施
状
況
と
、
意
見
を
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
。

②
新
戦
略
策
定
過
程
に
お
い

て
、
議
会
で
の
審
議
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
す
る

市
長
の
見
解
は
。

③
新
戦
略
の
市
民
へ
の
公
表

状
況
と
今
後
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、

７
人
か
ら
計
21
件
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
子
育
て
支
援
の

拡
充
事
業
に
関
し
結
婚
支
援

の
充
実
を
図
る
旨
修
正
を
加

え
、
ま
た
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
導
入
施
設
の
目
標
数
を

２
か
所
か
ら
５
か
所
に
上
方

修
正
し
ま
し
た
。

②
議
会
連
絡
会
で
素
案
提

示
・
報
告
を
行
い
、
一
般
質

問
や
施
政
方
針
を
通
じ
説
明

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

施
策
評
価
で
の
効
果
検
証
も

行
い
、
市
民
・
議
会
の
意
見

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て

38
回
開
催
さ
れ
て
き
た
市
民

政
庁
ま
つ
り
を
２
日
開
催
に

で
き
な
い
か
。
初
日
は
、
公

募
で
市
民
参
加
を
大
い
に
募

り
古
代
衣
装
を
ま
と
っ
た
行

列
で
天
満
宮
か
ら
政
庁
前
ま

で
練
り
歩
き
、
梅
花
の
宴
を

再
現
。
夕
方
に
は
有
料
開
催

の
「
薪

た
き
ぎ

能の
う

」
で
太
宰
府
ら
し

さ
を
演
出
す
る
前
夜
祭
を
行

う
。
２
日
目
は
、
舞
台
・
飲

食
・
物
販
な
ど
魅
力
あ
る
内

容
を
全
国
的
に
発
信
し
経
済

効
果
を
図
り
、
各
出
店
ブ
ー

ス
か
ら
使
用
料
と
し
て
売
上

の
10
％
徴
収
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
政
庁
ま
つ
り
は

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
文
化

協
会
、
商
工
会
、
自
治
協
議

会
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
と

と
も
に
実
行
委
員
会
主
催
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
３

０
０
年
前
か
ら
変
わ
ら
ぬ
山

の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

を
天
然
の
背
景
に
し

総
合
戦
略
の
施
策

「
ニ
ュ
ー
だ
ざ
い
ふ

型
市
街
地
の
活
性
化
」
に
定

め
る
西
鉄
五
条
駅
周
辺
の
整

備
促
進
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
西
鉄
五
条
駅
周
辺
の
活

性
化
に
向
け
、
持
続
可
能
な

都
市
構
造
へ
転
換
を
図
り

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
の
事

業
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
臨
ま
れ

る
の
か
伺
う
。

立
地
適
正
化
計
画
素

案
で
は
、
西
鉄
五
条

駅
周
辺
を
本
市
の
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
中
心
拠
点
と
位
置

づ
け
、
都
市
機
能
の
誘
導
や

居
住
環
境
の
形
成
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

第
３
期
総
合
戦
略
で
は
、

五
条
駅
周
辺
に
立
地
す
る
公

共
施
設
の
再
編
を
含
め
た
調

査
を
進
め
、
持
続
可
能
な
都

市
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
で

を
反
映
し
、
総
合
戦
略
推
進

委
員
会
の
承
認
を
得
て
策
定

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
議
会

と
連
携
し
市
政
を
推
進
す
る

方
針
で
す
。

③
新
戦
略
は
、
４
月
上
旬
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
全
文
掲

載
し
て
お
り
、
今
後
は
広
報

だ
ざ
い
ふ
な
ど
で
概
要
等
を

掲
載
予
定
で
す
。
更
に
機
会

を
捉
え
市
民
へ
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。

た
会
場
で
の
お
祭
り
は
、
国

を
代
表
す
る
悠
久
の
歴
史
や

文
化
を
感
じ
る
「
令
和
の
都

だ
ざ
い
ふ
」
な
ら
で
は
の
風

景
で
す
。
そ
の
風
景
を
生
か

し
た
催
し
は
大
変
有
意
義

で
、
開
催
日
数
、
使
用
料
も

含
め
今
後
、
実
行
委
員
会
で

検
討
を
加
え
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

は
、「
子
育
て
世
代
を
呼
び

込
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
は
」「
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
が
効

果
的
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

自
然
・
文
化
・
歴
史
を
維

持
・
保
存
す
る
一
方
で
、
め

り
張
り
の
あ
る
成
長
を
遂
げ

て
い
く
都
市
計
画
に
も
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

新
戦
略
の
策
定
過
程
と

市
民
意
見
の
反
映
は

市
民
政
庁
ま
つ
り
を
全
国
区
の

ま
つ
り
へ
変へ

ん
ぼ
う貌
さ
せ
た
い

西
鉄
五
条
駅
周
辺
整
備
の

ビ
ジ
ョ
ン
は

木き

村む
ら

彰あ
き

人と  

議
員

橋は
し
も
と本

健け
ん  

議
員

舩ふ
な
こ
し越  

隆た
か
ゆ
き之  

議
員

本市の総合戦略
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

猛
暑
か
ら
子
ど
も
や

高
齢
者
を
守
る
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
５
点
伺

う
。

①
公
共
交
通
の
充
実
の
今
後

の
見
通
し
は
。
ま
た
、
バ
ス

停
に
上う

わ

屋や

（
屋
根
）
設
置
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

②
バ
ス
通
学
児
童
の
安
全
と

熱
中
症
対
策
は
。

③
夏
場
、
乳
幼
児
と
保
護
者

が
日
曜
日
に
室
内
で
遊
べ
る

場
所
を
提
供
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

④
エ
コ
タ
ウ
ン
と
し
て
、
マ

イ
ボ
ト
ル
に
水
を
補
給
で
き

る
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
で

き
な
い
か
。

⑤
エ
ア
コ
ン
購
入
費
補
助
事

業
の
増
額
補
正
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
高
齢
者
が
安
価

に
購
入
で
き
る
よ
う
、
省
エ

ネ
ラ
ベ
ル
の
条
件
緩
和
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

は
。

①
西
鉄
と
協
議
し
、

星
ヶ
丘
線
は
令
和
８

「
自
治
体
シ
ス
テ
ム

標
準
化
」
に
関
す
る

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
３
点

伺
う
。

①
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
可
否
と
進
捗
に
つ
い

て②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
に
対
し
、
本
市
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

③
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
の
観

点
か
ら
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ

の
展
望
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
が
見
解
は
。

①
標
準
化
法
の
対
象

と
し
て
い
る
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
、
20
業
務
全
て

を
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
す
る
予
定
で
す
。
進
捗
に

関
し
て
は
、
令
和
５
年
12
月

に
法
律
や
移
行
計
画
を
策
定

し
、
本
年
６
月
に
は
住
民
基

本
台
帳
、
印
鑑
登
録
シ
ス
テ

ム
が
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ

移
行
す
る
予
定
で
す
。

令
和
３
年
の
災
害
対

策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
図

る
観
点
か
ら
、
個
別
避
難
計

画
に
つ
い
て
市
町
村
に
努
力

義
務
化
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
作
成
と
個
別
避

難
計
画
作
成
の
現
状
と
、
そ

の
進
捗
状
況
を
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

本
市
で
は
、
平
成
26

年
度
に
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、
自

治
会
へ
配
布
し
ま
し
た
。
令

和
３
年
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
自
治

協
議
会
は
じ
め
関
係
団
体
へ

の
制
度
説
明
や
申
請
書
発
送

を
行
い
、
令
和
５
年
12
月
に

名
簿
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で

対
象
者
は
、
９
３
０
２
人
、

名
簿
掲
載
同
意
者
は
１
５
５

０
人
、
そ
の
う
ち
、
個
別
避

年
３
月
末
ま
で
継
続
運
行
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
マ
ン

ド
交
通
実
証
実
験
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
バ

ス
停
上う

わ

屋や

の
設
置
可
能
性
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

②
児
童
を
校
内
の
教
室
で
待

た
せ
、
乗
車
時
刻
に
合
わ
せ

た
下
校
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

③
市
内
に
２
か
所
託
児
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

施
設
に
つ
い
て
も
公
共
施
設

再
編
の
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

④
熱
中
症
対
策
や
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
の
環
境
問
題
へ
の

対
応
な
ど
、
他
市
の
状
況
も

注
視
し
な
が
ら
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

⑤
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
条
件
緩

和
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
在

り
方
を
含
め
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

②
国
の
支
援
制
度
な
ど
を
活

用
し
て
外
部
の
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
り
ま
す
。

③
国
の
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
」
を
踏
ま
え
、
本
市
の

実
情
に
合
う
「
人
に
や
さ
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
実
現
に

向
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

難
計
画
の
作
成
同
意
者
は
１

４
５
４
人
、
実
際
に
作
成
済

み
は
５
０
４
人
で
す
。
今
年

１
～
２
月
に
は
全
44
自
治
会

を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
、
課
題
把
握
と
情
報

共
有
を
行
い
、「
災
害
時
に

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
を
守
る

施
策
を

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

取
組
状
況
は

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
個
別
避

難
計
画
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み

小お

畠ば
た

真ま

ゆ

み

由
美  

議
員

堺さ
か
い

剛つ
よ
し  

議
員

森も
り

田た  

正ま
さ
つ
ぐ嗣  

議
員

い
き
ま
す
。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

子
ど
も
の
権
利
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
３

点
伺
う
。

①
令
和
７
年
２
月
よ
り
子
ど

も
の
権
利
条
例
検
討
部
会
に

よ
る
協
議
が
開
始
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
本

条
例
の
策
定
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
の
か
。

②
検
討
部
会
の
委
員
は
ど
の

よ
う
に
選
定
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
、
今
後
の
協
議
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

③
条
例
の
策
定
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
や
高
い
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
改

め
て
本
条
例
に
対
す
る
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

①
本
市
は
「
子
ど
も

ま
ん
な
か
の
施
策
展

開
」
を
推
進
し
て
お
り
、
条

例
制
定
を
求
め
る
議
員
か
ら

の
一
般
質
問
や
条
例
の
制
定

を
求
め
る
要
望
書
も
提
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
条

例
の
策
定
へ
向
け
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

西
鉄
バ
ス
星
ヶ
丘
線

の
沿
線
の
住
民
は
、

バ
ス
路
線
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
心
配
を
抱
え
て

い
る
。
10
月
か
ら
バ
ス
が
減

便
さ
れ
る
一
方
、
デ
マ
ン
ド

交
通
の
実
証
実
験
が
今
年
度

実
施
さ
れ
る
と
い
う
。
バ
ス

路
線
と
デ
マ
ン
ド
交
通
を
う

ま
く
併
用
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。10

月
以
降
、
バ
ス
は
ど
の

よ
う
に
運
行
さ
れ
、
デ
マ
ン

ド
交
通
の
実
証
実
験
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

住
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

本
年
10
月
以
降
、
１

台
の
バ
ス
を
１
人
の

運
転
手
で
運
行
で
き
る
よ
う

考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
の
検
討
が

な
さ
れ
、
西
鉄
か
ら
一
定
の

減
便
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
昼
間
の
時
間
帯
に
連
続

し
た
交
通
空
白
が
生
じ
る
の

で
、
本
年
度
中
、
激
変
緩
和

の
た
め
の
緊
急
的
な
代
替
交

通
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
費

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
は

世
界
中
で
人
気
が
あ

る
ゲ
ー
ム
で
、
す
べ
て
が
四

角
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
で
き
た
世

界
の
中
で
自
由
に
建
築
や
冒

険
を
楽
し
め
る
。
学
校
現
場

で
も
技
術
・
家
庭
・
数
学
な

ど
の
教
科
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
で
活
用
さ
れ
、
ま
た

不
登
校
や
特
別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒
に
も
有
効
な

学
習
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
お

り
、
官
公
庁
が
支
援
す
る
大

会
も
開
か
れ
て
い
る
た
め
３

点
伺
う
。

①
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
の
教
育

効
果
。

②
他
自
治
体
の
導
入
事
例
と

そ
の
評
価
。

③
本
市
で
の
導
入
可
能
性
と

検
討
状
況
。

①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
教
材
と
し
て

着
目
さ
れ
た
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
協
働
性

も
養
わ
れ
る
と
さ
れ
、
特
別

専
門
家
を
中
心
に
委
員
を
選

任
し
、大
人
の
意
見
に
加
え
、

子
ど
も
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た

意
見
収
集
を
行
い
、
令
和
８

年
度
中
の
条
例
策
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

③
差
別
な
く
命
が
守
ら
れ
、

子
ど
も
の
意
見
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
に

と
っ
て
最
善
の
利
益
を
図
る

こ
と
が
条
例
の
基
本
的
な
考

え
方
で
す
。

用
を
本
定
例
会
で
補
正
予
算

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験

に
向
け
て
は
、
星
ヶ
丘
線
沿

線
や
周
辺
地
域
な
ど
、
ニ
ー

ズ
が
高
い
エ
リ
ア
を
選
定

し
、
早
期
の
実
証
運
行
開
始

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

支
援
教
育
に
お
い
て
も
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

②
環
境
整
備
と
指
導
者
の
存

在
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
環
境
整
備
は
進
ん
で

い
ま
す
。
長
野
市
で
は
不
登

校
支
援
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

③
学
校
現
場
の
希
望
に
応
じ

て
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
指
導
者
が
必
要
な
点

が
現
状
の
課
題
で
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
に

ど
う
取
組
む
の
か

地
域
公
共
交
通
の
維
持
を

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を

教
育
に
活
か
そ
う

陶す

山や
ま

良よ
し
ひ
さ尚  

議
員

笠か
さ

利り

毅つ
よ
し  

議
員

今い
ま

泉い
ず
み  

義よ
し
ふ
み文  

議
員
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国
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長
会
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史跡地活用に係る要望書を議会から市長へ提出しました

意見交換会の報告

全国市議会議長会から表彰されました

◆５月８日　愛知県高浜市　高浜小学校等整備事業について
◆５月９日　愛知県半田市　部活動地域移行と総合型地域スポーツクラブについて
高浜市は、小学校と公共施設を複合化し、教育・福祉・地域交流の拠
点として再構築することで、放課後の児童の居場所、多世代交流、施設
間連携を実現し、効率的な運用が図られました。また、PFI事業を活用し、
財政支出の平準化を実現しています。
半田市は、令和６年９月より、中学校部活動の土日活動を地域へ移行
し、総合型地域スポーツクラブ等と連携した体制を構築しました。教員
の負担軽減と、地域の担い手育成を目的に、独自の補助制度や施設利用
調整などの制度設計が進められています。今後の課題は、指導者の確保
と、団体運営体制の強化を図るとのことです。

総務文教常任委員会

行政視察報告

高浜市での視察の様子

◆５月15日　沖縄県北谷町　北谷町避難行動要支援者名簿と個別避難計画について
◆５月16日　沖縄県那覇市　異動受付支援システムについて
北谷町では、令和３年度の「北谷町地域防災計画」見直しと「北谷町地域福祉計画」の同時期策定を
機縁として、避難行動要支援者名簿の作成・活用と個別避難計画の作成について明確な町の方針を打ち
出し、その後の条例制定を背景に実施に踏み切られました。避難行動要支援者名簿の作成では、本人の
手上げ方式をとらず、拒否を示された方を名簿登載しない方式をとられたので、早い段階で名簿整備で
きたとのことです。
那覇市では、住民異動窓口における課題解決のためにシステムを導入
されました。導入前の課題としては、市民の異動届・他申請書等への記
入負担が大きい、待ち時間が長い、窓口受付件数が毎年増加しているの
で書庫の編綴・保管・管理の負担が大きい、職員の業務負担が大きいと
いったものがあったとのことです。
改善が必要なところもあるそうですが、導入後は、記入負担の軽減、
待ち時間の短縮、業務負担の軽減につながったようで、令和４年の市民
アンケートでは、満足度100％とのことでした。

環境厚生常任委員会

◆５月14日 佐賀県唐津市 唐津市DXイノベーションセンターについて
◆５月15日 長崎県松浦市 松浦産業振興ビジョンについて
　　　　　 　　　　　　 道の駅（海のふるさと館）について
唐津市DXイノベーションセンターは、コロナ禍の影響で変化した消費者行動やマーケットに対応す
る必要に直面する市内事業者の経営課題をデジタル技術で解決し、生産性を上げる支援をするため、令
和４年７月に開設されました。時宜を得た事業は成果を上げ、現在はス
タートアップ支援に軸足を移しつつ、当初の予定期間を越えて事業を継
続しています。
松浦市の産業ビジョンは、大幅な人口減少という現実の中で「中小企
業振興会議」が中核となって策定から評価を行うという意欲的な体制を
とっています。アジフライで知られる松浦市の海のふるさと館は、道の
駅にありがちな空間の無駄を排し、市域を越えた地域の産品を積極的に
扱っています。合理的な健全経営で、目標のパート従業員時給5000円
に近付いています。

建設経済常任委員会

北谷町での視察の様子

唐津市での視察の様子

８名で構成された史跡地活用調査研究特別委員会では、
これまで行政視察を含む６回の委員会と９回の協議会を
開催し、令和７年６月16日に「太宰府市の史跡地活用に
係る要望書」を議長とともに市長へ提出しました。

史跡地活用調査研究特別委員会
委員長　舩越隆之　　副委員長　神武綾
委　員　橋本健、原田久美子、堺剛、徳永洋介、
　　　　木村彰人、今泉義文

※上記要望書の内容に
ついては、市議会の
ホームページにてご
覧いただけます。

令和７年５月11日、いきいき情報センター２階にて「市
民と議会の意見交換会」を開催し、開会行事から各常任委
員会の分科会に至るまで、延べ109名の皆さまにご参加い
ただきました。
アンケートでは、市議会に「関心がある」方が96％いた
一方で、「議会の傍聴経験」がある方は46％、「意見交換会
の参加経験」がある方は50％にとどまりました。
こうした結果から、みなさんの関心を行動につなげるた
めの、さらなる工夫が必要であると考えます。
また、本会を「評価する」と答えた方は67％でした。（グ
ラフを参照）
今後はより多くの方にご評価いただけるよう努めてまい
ります。
開催結果等をまとめた報告書を市議会ホームページで公
開しています。ぜひ、ご覧ください。

左から、神武副委員長、舩越委員長、門田議長、楠田市長、原口副市長　

後列左から入江寿議員、徳永洋介議員、笠利毅議員
前方左から舩越隆之議員、門田直樹議長、原田久美子議員

今回の意見交換会について評価されますか？

21%

46%

17%

8%
8%

大いに評価する
ある程度評価する
どちらでもない
あまり評価しない
無回答

ちゃたん

へん てつ

全国市議会議長会から原
田久美子議員が在職15年
以上、笠利毅議員、舩越隆
之議員、徳永洋介議員、入
江寿議員が在職10年以上
により表彰され、また全国
市議会議長会の産業経済委
員会委員を務められた門田
直樹議長に感謝状が贈られ
ました。
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史跡地活用に係る要望書を議会から市長へ提出しました

意見交換会の報告

全国市議会議長会から表彰されました

◆５月８日　愛知県高浜市　高浜小学校等整備事業について
◆５月９日　愛知県半田市　部活動地域移行と総合型地域スポーツクラブについて
高浜市は、小学校と公共施設を複合化し、教育・福祉・地域交流の拠
点として再構築することで、放課後の児童の居場所、多世代交流、施設
間連携を実現し、効率的な運用が図られました。また、PFI事業を活用し、
財政支出の平準化を実現しています。
半田市は、令和６年９月より、中学校部活動の土日活動を地域へ移行
し、総合型地域スポーツクラブ等と連携した体制を構築しました。教員
の負担軽減と、地域の担い手育成を目的に、独自の補助制度や施設利用
調整などの制度設計が進められています。今後の課題は、指導者の確保
と、団体運営体制の強化を図るとのことです。

総務文教常任委員会

行政視察報告

高浜市での視察の様子

◆５月15日　沖縄県北谷町　北谷町避難行動要支援者名簿と個別避難計画について
◆５月16日　沖縄県那覇市　異動受付支援システムについて
北谷町では、令和３年度の「北谷町地域防災計画」見直しと「北谷町地域福祉計画」の同時期策定を
機縁として、避難行動要支援者名簿の作成・活用と個別避難計画の作成について明確な町の方針を打ち
出し、その後の条例制定を背景に実施に踏み切られました。避難行動要支援者名簿の作成では、本人の
手上げ方式をとらず、拒否を示された方を名簿登載しない方式をとられたので、早い段階で名簿整備で
きたとのことです。
那覇市では、住民異動窓口における課題解決のためにシステムを導入
されました。導入前の課題としては、市民の異動届・他申請書等への記
入負担が大きい、待ち時間が長い、窓口受付件数が毎年増加しているの
で書庫の編綴・保管・管理の負担が大きい、職員の業務負担が大きいと
いったものがあったとのことです。
改善が必要なところもあるそうですが、導入後は、記入負担の軽減、
待ち時間の短縮、業務負担の軽減につながったようで、令和４年の市民
アンケートでは、満足度100％とのことでした。

環境厚生常任委員会

◆５月14日 佐賀県唐津市 唐津市DXイノベーションセンターについて
◆５月15日 長崎県松浦市 松浦産業振興ビジョンについて
　　　　　 　　　　　　 道の駅（海のふるさと館）について
唐津市DXイノベーションセンターは、コロナ禍の影響で変化した消費者行動やマーケットに対応す
る必要に直面する市内事業者の経営課題をデジタル技術で解決し、生産性を上げる支援をするため、令
和４年７月に開設されました。時宜を得た事業は成果を上げ、現在はス
タートアップ支援に軸足を移しつつ、当初の予定期間を越えて事業を継
続しています。
松浦市の産業ビジョンは、大幅な人口減少という現実の中で「中小企
業振興会議」が中核となって策定から評価を行うという意欲的な体制を
とっています。アジフライで知られる松浦市の海のふるさと館は、道の
駅にありがちな空間の無駄を排し、市域を越えた地域の産品を積極的に
扱っています。合理的な健全経営で、目標のパート従業員時給5000円
に近付いています。

建設経済常任委員会

北谷町での視察の様子

唐津市での視察の様子

８名で構成された史跡地活用調査研究特別委員会では、
これまで行政視察を含む６回の委員会と９回の協議会を
開催し、令和７年６月16日に「太宰府市の史跡地活用に
係る要望書」を議長とともに市長へ提出しました。

史跡地活用調査研究特別委員会
委員長　舩越隆之　　副委員長　神武綾
委　員　橋本健、原田久美子、堺剛、徳永洋介、
　　　　木村彰人、今泉義文

※上記要望書の内容に
ついては、市議会の
ホームページにてご
覧いただけます。

令和７年５月11日、いきいき情報センター２階にて「市
民と議会の意見交換会」を開催し、開会行事から各常任委
員会の分科会に至るまで、延べ109名の皆さまにご参加い
ただきました。
アンケートでは、市議会に「関心がある」方が96％いた
一方で、「議会の傍聴経験」がある方は46％、「意見交換会
の参加経験」がある方は50％にとどまりました。
こうした結果から、みなさんの関心を行動につなげるた
めの、さらなる工夫が必要であると考えます。
また、本会を「評価する」と答えた方は67％でした。（グ
ラフを参照）
今後はより多くの方にご評価いただけるよう努めてまい
ります。
開催結果等をまとめた報告書を市議会ホームページで公
開しています。ぜひ、ご覧ください。

左から、神武副委員長、舩越委員長、門田議長、楠田市長、原口副市長　

後列左から入江寿議員、徳永洋介議員、笠利毅議員
前方左から舩越隆之議員、門田直樹議長、原田久美子議員

今回の意見交換会について評価されますか？

21%

46%

17%

8%
8%

大いに評価する
ある程度評価する
どちらでもない
あまり評価しない
無回答

ちゃたん

へん てつ

全国市議会議長会から原
田久美子議員が在職15年
以上、笠利毅議員、舩越隆
之議員、徳永洋介議員、入
江寿議員が在職10年以上
により表彰され、また全国
市議会議長会の産業経済委
員会委員を務められた門田
直樹議長に感謝状が贈られ
ました。
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定例会は年に4回

9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
日 月 金木水火 土
8/24 25 29282726 30

7 8 1211109 13

14 15 19181716 20

21 22 26252423 27

市長提案
理由説明

本会議

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
（予備日）

建設経済
常任委員会

31 9/1 5432 6

質疑・委員会
付託

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

市議会ＨＰ 市議会ライブ配信

本会議は51人、委員会は12人まで傍聴で
きます。議会のライブ配信も行っています。
詳しくは議会事務局までご確認ください。

５月11日㈰にいきいき情報センターにて市民と議会の意見交換会を開催しました。市民の皆様にはお忙しい中ご
参加いただき、議員一同感謝申し上げます。意見交換会では、多くの貴重なご意見をいただくことができました。
アンケート結果等の記事は35ページに掲載しています。

議会を傍聴してみませんか

敬老の日

秋分の日

総務文教
常任委員会

環境厚生
常任委員会

政務活動費 収支報告令和6年度

会派または個人 支給額（円） 支出額（円） 市返還金（円） 執行率（％）

55.92,195,2382,779,7624,975,000合　　　　　　計

0.0175,0000175,000

44.0168,079131,921300,000

タコスキッド

神武　綾

58.9123,207176,793300,000笠利　毅

25.4447,496152,504600,000未来のまち
み  らい

（木村彰人、馬場礼子）

99.71,998598,002600,000太宰府市民の声
だ  ざい  ふ 　し  みん　　　こえ

（長谷川公成、橋本健）

82.7103,968496,032600,000太宰府市民ネット
だ  ざい  ふ 　し  みん

（徳永洋介、森田正嗣）

46.6481,000419,000900,000新風
しん ぷう

（舩越隆之、門田直樹、今泉義文）

73.3240,330659,670900,000宰光
さい こう

（陶山良尚、原田久美子、入江寿）

24.3454,160145,840600,000公明党
こう めい とう

（小畠真由美、堺剛）

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
会派または議員に対して交付されるものです。
太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円が交付されています。
今後とも、政務活動費を有効に活用し、調査・研究を市民の皆さんに
還元するとともに、市政発展のために生かしていきます。

※令和６年10月15日失職のため
　令和６年11月から令和７年３月分返納

支出の領収書は
市のホームページで
公開しています。建設経済常任委員会

環境厚生常任委員会

総務文教常任委員会
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